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えきまえじょうかく

ソウル市地下鉄５号線・千戸駅

風納土城（プンナントソン）

城郭研究室では連休を利用し親睦会を兼ねて韓国旅行に行きました。仁川国
際空港の巨大さに驚き、市街は数年前の「ＩＭＦ時代」と言われたのが嘘のよ
うな活気。それでも景気はかなり悪いのだと言います。

ソウル近辺にはいくつもの城跡があります。しかし旅行中の自由時間を使っ
ていろいろ見るには時間的な制約が大きくなります。それでも短時間に見学可
能な場所を紹介します。

この国の経済成長は「漢江の奇跡」と言われ、新興工業国の旗頭でありまし
た。その象徴ともいうべきイベントがソウル五輪でした。

ソウル市内の漢江南岸は、この五輪開催決定によって主要競技場などの建設
に伴って開発が一気に進んだ新しい町ときいています。夢村もその一角を占め
ていた集落の名前とのことです。

ここに紹介する夢村土城（ムチョントソン）も、五輪施設建設に伴ってソウ
ル大学校博物館によって発掘された遺跡です。遺跡主要部は遺跡公園として復
元整備されています。

夢村土城は漢江支流を取り込んでいわゆる外堀として、全周２キロ強の城壁を
もつ邑城です。出土遺物から推定される年代は３世紀で、漢城百済時代の城郭
でということになります。

　　　　　　＜参考文献：『韓国の古代遺跡』２　中央公論社、『韓国の城郭』テウォン社＞

アパート群の中に現れた東壁（東から見る）

　夢村土城の高い城壁から北東方向に見えるアパート群内に、帯状に城壁が残
っています。これが風納里土城の城壁です。この城も百済のもので、3～５世
紀のもののようですが、研究者によって意見がわかれます。写真には「現代リ
バーアパート」が写っていますが、その名の示すように河畔に位置します。そ
のため解放前に起きた大洪水で北壁は流失したとのことです。
　現在、保存されている城壁には芝が張られて綺麗になっていますが、周囲は
雑然とし、史跡地周囲は金網が張られています。金網に張り付いてたい焼きの
屋台があったのをみると、不法占拠を防ぐために設置されたようです。現代で
は、城壁が人を守るのではなく、人が城壁を守らなくてはなりません。

　夢村土城の高い城壁から北東方向に見えるアパート群内に、帯状
に城壁が残っています。これが風納土城の城壁です。夢村土城から
は歩いて15分ほどの距離にありますから、２つをいっしょに見学す
ることが十分可能です。
　この城も百済のもので、３～５世紀のもののようですが、研究者
によって意見がわかれます。写真には「現代リバービル」と書かれ
たアパートが写っていますが、その名の示すように城跡は河畔に位
置します。そのため解放前に起きた大洪水で西壁は流失したとのこ
とで、残っているのは東壁と南壁の一部です。
　現在、保存されている城壁には芝が張られて綺麗になっています
が、周囲は雑然とし、ゴミも目立ちます。史跡地周囲には金網が張
られています。金網に張り付いたたい焼きの屋台があったのをみる
と、不法占拠とゴミ投棄を防ぐために設置されたようです。現代で
は、城壁が人を守るのではなく、人が人から城壁を守らなくてはな
りません。
　この日は日曜でかつ旧正月の休暇に突入した直後でもあり、史跡
内には一部を除いて立ち入ることはできず、歩いて確かめてみるこ
とはできませんでした。

韓国・ソウルマップ（韓国観光公社）より

残存する北東部の城壁上から南を臨む。一応
人が入れないようになっているが、城壁上は
散歩コースになっているようだ。ちょうどこ
の時は雪が降っており、風の当たりが強い城
壁上を歩く人はいなかった。それでも、写真
の左（写っていない）には現代百貨店があり、
多くの人出だった。この城壁の南端には市場
があって、相当な賑わい。冷凍食品や乳製品
は寒いから路上にそのまま積んで売ってまし
た。

前頁の城壁を北に辿っていくと、城壁が無くな
る場所がある。城壁があったであろう場所は写
真のように高まりとなり、道が坂になっている。
道の向こうは住宅地で、撮影ポイントより高く、
もともとの集落と思われる。自然堤防であろう
か。それに比べ前頁の巨大アパートは、あまり
人が家を建てなかった低い場所に建設されてい
るように見えた。閉まっている店舗の前はどこ
も駐車場と化していた。大阪みたい。

千戸駅の出口付近から見る。
整備のために城壁際にあった
建物が撤去されて反対側の歩
道からも城壁がよく見える。
それでも廃棄物置場だけが残
っており、風でゴミが舞って
いた。
城壁は、２段築成となってお
り、前頁の城壁とは異なる。
北東部の城壁では、ところど
ころで土嚢が盛土から顔をの
ぞかせていたので、整備に伴
って嵩上げされているとみら
れる。

千戸（チョンホ）駅は５号線と８号線の乗り換え駅です。ホームの駅名表示には「千戸（風納
土城）」となっていたので、城壁の整備はこの駅近辺の箇所が重点的に行われるのでしょう。
夢村土城とかけもちで見学できますが、食事はこの市場でとることをお勧めします。


